
-981-

孝協百γνヾ甲費コ,鋼¥燿`音響γg濯尋争下⑫「攣¥コ具副」、

“

動`F,~/コ γヽ,70(1

97ヽ今)ν tt γ孝マ)離多い。マ「擢離判畔⑫騨]具馨」`準1準
′
署i壬0「薫具響攣駐J箭留

°
γιγtAT,7マ尋

〔力ι口Y星日電]曇印準銹薫』議評』〕でに軍ワq躍孝マr2←η下¥寒γ翠当コ具]〔,マコツ準下寧

)η7ロゴヽ当●ツ`■才脅コ岬浮早E曜種護嬌肇電球〕)(1('孝|ルりヽ卍ル混]`E,7⑫`〔力9口y馴1陛(電輝▽日

『攣黎

“

薫景摯』〕、7γ4ヽ)η嘉呈Pγマfl孝Tl′BttL 9〔η匹準■に合γQ翠半迎具剤¬叫易1孝¥
童9ヽへ)ν!回讐率F02)(半、γマ攣¥迎具副マ攣駐早響コ7ヽ尋⑫薫具]`FI争留`眸〒

°
γハヽ)9

率む

'O祭
ワνヾ9¥)璽融いAマ「翠駐騨]⑫騨W具∃J尋沖

′
妻陸0薫具]攣駐`FI早(準箭

誉ビ
=γ

`′

濯¬0日聡阜尋督」習`ヱ]勢Gθ斎具翻Gθ 3蜃ηマ薫推う予`)F騨靱猿1ま詢つてγ師¥lT¥
°
2(A)q躍コ,辛〒`尋マr c tt υ滸2'C4←●ツ孝国鍛8⑫半迎

・γコヅ蔽`祭薫具副9準冒担E照島一⑫秦推OW`FIマ準γ身0副―普薫具]`日↓

一-2準目■2'翠単ン裏Z彰『酎酬⑫妙琲マ響]』裂猟箭留一一

コ

“

a tt I

―撃阜0■靭]―

9  7  f

―早響LE駐攣⑦聖業コ具副―

聖聾舅Z彰『璽園⑦妙■7響]』

『彫投兼具]』(8)

『翠黎単■早]』に)

『翠駐具]業畢』(1)

一艶Tワ(1年ご1暴T箭雪―

冒」計⑦翠勇迎具響

-2準目■='準軍́舅Z彰『贈飽

OW■7翻〕』早

`準

箭瞥―

ご1クQ=' I

目

早 軍半

一―攣レヽ躍薫具]早1準箭雪――

燕器耐マ翠嘉迎黒摯

《1-/箪挫》

(自ZI青8861)書9彰 普翠蝦斎酵皐1具]薫¥VT

,_

γ

峙
             靡i

一
一■
●
一一■
‘
●
■
一　
一
一



表  富 吉 :経営政策論と組織学

のである。

馬場が経営政策論の立場を認める主張は,『組織 と技術の問題』 (日 本評論社,昭和 16年 )の

第 2篇補論「所謂技術論的解明と価値論的解明」にある。

今 日の斯学界に与えられている理論水準を前提に,馬場による経営政策論の提唱を吟味し

てみたい (馬場学説の全体像に関する考察は,別稿「現代組織学の提唱―馬場敬治の経営学説―」〔未発表〕

にゆずる)。

Ⅱ 経営政策論の提唱

――馬場主著における主張――

(1)『産業経営理論』(日 本評論社,昭和2年 )〔付録「経済政策学の対象,其の成立の可能

性及び其の限界」〕。

経済政策学は,実際的経済政策家がおこなうことを認識し理解する任務をもつのみであり,

実際政策家のようにみずから目的を設定し,こ の実現に努力するものではない (511頁 )。

したがって,経済政策学は,究局の理想を明らかにし,こ れに照らして経済政策的諸目的を

批判し,あ る目的はこれをおこなうべしとなし,ほかはこれを排斥すべしと断言するがごと

きことは不可能となる (530頁 )。

経済政策学は,客観的に証明しうるところの仮言的価値判断 (hypOtheische Werturtdb)を

なすことができる (532頁 )。 すなわち,それは,仮説的目的より出発し,こ の目的よりみて,な

にが「経済的になされるべきか」を決定する。いいかえれば,そ れは,その目的の実現には

いかなる手段が必要となるのか, また与えられた状態のもとにおいて,その手段の影響範囲

はいかにあるのかを研究する (533頁 )。

つまり,経済政策学は,経済政策的目的設定ならびに

これらの目的とともに設定される手段そのものを観察

するのみならず, また,計画されまたは実施された手段

の作用,お よびその事実上または予想上の影響範囲〔の

因呆関係〕を研究しなければならない (512頁 ,513514

頁)。 図 1参照。

約言すれば,経済政策学は,現在する事実上の, また

はときとして仮定的の経済状態より出発し, この状態に

適用されたもろもろの目的設定および手段をその認識に

もちこみ,考察中にはいってくる諸手段の作用と影響範

囲とをたずね,与えられた政策的目的に対してその手段

を評価 〔内在的批判〕するものとなる (516頁 ,517頁 )。
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1出 所, 馬場『産業経営理論1512-513頁

を参照に作成.
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富 吉 :経営政策論 と組織学

的と実際家の目的〕を, あわせ追うものにほかならない。この 2個 の目的のならび存する政策

論は,科学として,こ とに成立の困難なものといわねばならない (57頁 )。

0 政策論は,実際界に対し有用となる●めには,な るべく具体的,個別化的に考察しな

ければならない。この結果,一般の産業体につうじる経営政策なるものは,こ れを立てるこ

とがはなはだ困難となる。

政策論が実際に対して適切なものとなるためには,それは, きわめて特殊の産業体にのみ

適切なものとなり,一般適用性をうしなうことになる (58頁 )。

すなわち,政策論が実際界への有用性 という目的を逐うかざり,その主張する個々の政策

は,その適用性の範囲のきわめてせまいものとなるほかない (59頁 )。

0 政策論は,その仮定として立てた実際的目的を達するためには,多種多様の方面より

考察することを要する。理論経営学に考えられる諸要素以外の多くの諸要素を考慮しなけれ

ばならないのである(59頁 )。

そのさい,具体的,個別的に考察しなければならない諸要素のなかには,学者に「知られ

たる要素Jのほかにいまだ「知られざる要素」があることは,一般にのがれがたいところであ

る (59-60頁 )。 もし,こ れら考慮にいれるべき,すべての要素を考慮できないときは,適用

された政策は所期の目的を達しえないのみか, ときとしては「予期せざる結果Jを生じ,所

期の目的に反する結果を将来することにもなる。このときは,科学的正確さを,ばあいによ

っては近似的正確さをも有しえなくなる (60頁 )。

馬場『経営学方法論』が,政策論の成立可能性における諸困難を指摘していたことは,の

ちに彼が提示する「経営組織の組織理論」という主唱を,逆説的に,ま えもって望見させて

いたものとも解釈できる。

このことは,「経営組織の組織理論」がいかなる理論内容の「綜合」をねらった構想である

かを想起すれば,ただちに諒解のいく点である。

「経営組織の組織理論」は,政策論の成立可能性に関して生じる諸困難,いいかえれば,

経営政策問題にかかわって,具体的,個別的に考察しなければならない「多種多様」の諸論

点を,理論経営学が考えにいれるべき諸要素からははずれるものと位置づけながら,結局 ,

「理論経営学」の妻」達′点である「経営組織の組織理論」という構想においては,経営「政策

論」の成立可能性に関して生じる諸困難=諸論′点は,解決可能な対象とみなされ,そ の構想

のなかにとりいれられている。

『経営学方法論』は,経営政策論の成立可能性にまつわる諸困難をくわしく述べているも

のの, もともと,そ の成立可能性を全面的に否認していたものではなかったのである。

(3『経営学研究』(昭和7年 )〔第3篇 「政策論成立上の諸困難と之が克服可能性の問題

(主 として経営政策論及び国民経済政策論に就いて )」 〕。
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表  富 吉 :経営政策論と組織学

目的を達するための手段を考察するにあたっては,一定の産業体の状態を理念型として考え,

これによって,その一定の目的を達するのに必要な手段を求めるほかない (139頁 )。

(五)(b)か くて,そのさいの政策論は,論理上,個別的に考察する方法をとるものではな

くなる8すなわち,経営政策論は,一定の理念型に適応する手段を求めるにとどまり,そ の

手段は,現実のすべての産業体 〔個別性を有する現実のすべての産業体〕に対し,必ずしも,

そのまま,適用性を有するものとはならないであろう。

その意味においては,政策論は,実際界に対する有用性をあるていどに犠牲に供すべきこ

ととなる。しかしながら,そ れは科学性をますために払うべき犠牲にほかならない(139-140

頁)。

0 (→  各個の産業体 (準産業体 )に ついて,そ れぞれ具体的,個別的に考察するさい
,

考慮されるべ き諸要素のなかには,学者に「知 られたる要素」のほかに,い まだ「知 られざ

る要素 (予期せ ざる要素 )Jの あることは,一般にのがれがたいところである (140頁 ,141頁 )。

m― (D われわれの考察を一定の要素にかぎり,かつ理論的科学 と称されるものにおける

がごとく,理念型による考察方法を採用することである。これによってはじめて,われわれ

は科学性 を獲得 しうる (142頁 )。

――以上の経営政策論における諸困難を

克服できるときは, もはや,の こる困難は,

理論的科学にもほぼ同様に存する困難であ

る (155頁 )。

われわれは,経営政策論にのこるひとつ

の困難 (「事実上の普遍性」ai)一

“

)〕 を有する目

的樹立の困難)についても,科学的政策論 と

してのその成立の可能性 を認めることが妥

当である (156157頁 )。

また,経営政策論上の考察は,明 らかに

理論経営学の研究の応用 となる (158頁 )。 図 2参照。

III 『組織 と技 術 の 問題』第 2篇補 論

―一経営政策論の論理的構造一一

『組織 と技術の問題』 (日 本評論社,昭和16年 )の 第 2篇補論「所謂技術論的解明と価値論的

解明―一定の行動 (特に政策的行動)の生ずる諸結果に就いての一般的考察―」 (同書,137-166頁 )は ,

経営政策論の実体 を構成することになる,「経営 目的論」の因果的解明を論述 している。

(i)政策 とその実現する (実現するかぎりにおいての)目 的との関係は,手段 一目的の関

-140-
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表  富 吉 :経営政策論と組織学

(153頁 )。

「価値論的解 明」は,「技術論的解 明」によって明 らかにされた因呆的諸 関連 ,すなわち

「 目的,手段,諸付随的結果のあいだの関連」 についての「観念的価値意味」に関す る解明

である (155頁 )。

け0 政策適用の結果, うしなわれていく (ま たはうしなわれていくと考えられる)も のは,

つぎの 2種にわかちうる (157頁 )。

(→主成果をめざして,当該政策を手段 として用いることにより,直接うしなわれていく

もの。

(bl「 望ましからざる付随的結果Lの生じることによりうしなわれていくもの。

一―以上,馬場『組織と技術の問題』第 2篇補論における所説は,た とえば,戦前は,松

井辰之助 (『経営経済学原論』大同書院,昭和12年 ), 戦後は, 武本寸 勇 (『科学としての経営学』未来社,

1969年 ,ほか数著), 松本 譲 (「諸編 」),大河内暁男 (『経営構想力』東京大学出版会,1979年 )な どの
,

経営目的論に関する本質論的分析 と共通する課題を説明している。

また,「政策の価値論的解明」という論点は,HAサ イモンが,『経営行動』(松田武彦・ほか

2名訳,ダイヤモンド社,昭和40年 〔原著1945年公刊〕)において,そ の解明のそとにおいた「価イ直」

問題に直接ふれるものである。

馬場の論述は,経営者の行動が,個別資本運動の担い手として,必然的に追求せざるをえ

ない「体制的法則」=利潤追求の活動を,ま ず本質論としては因果的解明の方向から,つ ぎ

に現象論としては目的―手段論の解明の方向から,検討されるべき根拠を説明するものとな

っている。

Ⅳ ま と め

―一組織学の意義――

馬場のばあい,当初より,経営政策論の存在を認知しようとする志向性を有していた。こ

れを完全な主張とするために,彼は,①仮言的価値判断にもとづく科学的政策論を確立させ,

つづいて,②政策論の確立にともなう諸困難の克服のため,理念型による考察方法をてこに,

隣接・関連諸科学の諸知識を総動員する「経営組織の組織理論」という,「理論経営学」の綜

合的見地をひろうするにいたる注)。

①と②の成就によって,馬場は,経営理論と経営技術論をあわせもつことのできる「理論

経営学」(→経営組織の組織理論1)が完成できたと考えるにいたる。

注) 「各種の組織についての因果関係に関する綜合的基礎理論」の樹立という構想の必

要性は,『組織の基本的性質』(日 本評論社,日研日16年 )のなかにも明記されている(同書

149頁 。そのほか,112頁 ,134頁 ,141頁 なども参照)。
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